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歯科総合診断室（予診室）

歯科総合診断室（予診室）では，初診・再来
初診患者さんの病歴聴取と初期診断を行います。
診断後は治療に最適な診療科に紹介します。

【歯科総合診断室の流れ】

初診・再来初診の患者さんは、総合受付で手続き後、
歯科総合診断室（予診室）に来ていただきます。

・紹介状、持参資料の提出
他院から紹介を受けてこられた方には、紹介元の病院からの紹介状や、
紹介元から渡された資料（CDやフィルムなど）を提出していただきます。

・問診票の記入
ご来院された際のお口の中の状態や全身の状態について、
大まかに把握するための『問診票』に病状などを記入していただきます。

・学生実習同意書の記入
大学病院では多くの歯学部学生が診療の現場で『臨床実習』を行っています。
将来の歯科医師となる学生が診療現場でアシスタントや見学を行うことに対し、
患者さんにご協力をお願いして『同意の確認』を行っています。

・医療面接
紹介状や問診票の資料をもとに、患者さんの現在の症状や
その経過について、詳しくお話を伺います。
また、歯科治療時に注意するご病気がないか確認するため、
全身のご病気やお薬の状況についても詳しくお伺いします。

・診療科の決定、初期診断
医療面接でお伺いした内容をもとに、患者さんの治療のために
最適な診療科・部門を選択して、ご紹介します。
歯科総合診断室内の歯科用チェアーにて、初期診断を行います。
初期診断にもとづいて最適な診療科・部門へ移動していただき、
今後に必要な検査や治療方針を決定していきます。
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